
RS-O4





表　　示 重　　　要　　　度

　　危 険
　その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを
　示しております。

　　警 告
　その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるもの
　を示しております。

　　注 意
　その警告に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、物的損害をこう
　むる恐れがあるものを示しております。

　商品の性能を発揮させるための注意事項を説明しております。
　よく読んで商品の性能を最大限発揮してご使用ください。
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ヘルメット

体に合った服

滑りにくい靴

袖口きっちり

スソきっちり









〇長さ ：車の荷台の高さの4倍以上

〇幅 ：30㎝以上

〇数量 ：3枚

〇強度 ：1枚の強度が400㎏以上の

　質量に耐えうるもの

〇すべり止めのあるもの

<アユミ板の基準>



　





植付部警告マーク
　　X4-8124

（両側）



副変速レバー注意マーク
　　　RXD4-62118

ボンネットカバー警告マーク
　　　　RX6-51128

マフラー警告マーク
　　X4-8123

火気厳禁警告マーク
　　X4-8121

運転操作警告マーク
　　RS04-63105

エンジン始動マーク
　　RS04-63109



充分濡らす

ふく土

裏の土

根渡り苗



壊れている 雑草

古い苗箱・壊れた苗箱

注油

苗受

左・右



植え傷み苗

押出し棒(根がたまっていないこと)

(ロック板の動きが軽いこと)
苗受

コンベアーベルト
ガイド板

苗支持板

幅が広くなっていないこと

苗のせ台

ストッパー爪

縦送り爪





（1）型式名、区分および製造番号
（2）エンジン番号

機械の改造は危険ですので、絶対にしないで
ください。改造した場合や取扱説明書に述べ
られた正しい使用目的と異なる場合は、メー
カー保証の対象外になるのでご注意ください。

農業機械の種類

型　   　　　式

区　　   　　分

製  造  番  号

エンジン番号

型式マーク



前輪

後輪

ハンドル

センターマスコット

ガイド板フロート

苗のせ台
筋付マーカー

サイドマーカー

植付爪 エンジン
（カバーの内側）

燃料タンク

あぜぎわクラッチレバー

セットレバー

シート

予備苗台



油圧感度調節レバー

副変速レバー

ハンドル

植付クラッチ
（油圧）レバー

アクセルレバー

チョークノブ

エンジンスイッチ

リコイルスターター

ブレーキペダル

主変速レバー



中立

前進

後進
主変速レバー

エンジンスイッチ



田植機から離れるときは副変速レバーを
｢ＰＴＯ｣にし、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止してください。
これを怠ると田植機が自然に動き出し大
変危険です。

作業

副変速レバー

移動 PTO

アクセルレバー



チョークノブ

表土に水がない
ような硬いほ場

油圧感度調節レバー

一般的なほ場

表土がトロトロのほ場



左

右

植付クラッチ（油圧）レバー

上 下止

ブレーキペダル

植付切 植付入

筋付マーカー



植付深さ調節レバー

深植え

浅植え

ブレーキペダル

駐車ブレーキレバー

ロックする

駐車時には必ず駐車ブレーキレバーを
ロックしてください。
これを怠ると田植機が自然に動き出し大
変危険です。

あぜぎわクラッチレバー

植える

止まる



外す

掛ける

セットレバー

植え付け時

苗箱取り出し時

筋付マーカー

押しネジ

マーカーアーム

植付部固定フックレバー



サイドマーカー

収納位置

作業位置

シート

取付ピン

取付ボルト



(1)燃料を補給するときは、エンジンを停止　
　 し、過熱部分が充分冷えてから行なってく
　 ださい。燃料のつぎこぼしなどにより火災
　 の原因になり大変危険です。
(2)燃料をつぎこぼしたときは、きれいにふき
　 取ってください。エンジンを作動すると　
　 き、引火し火災の原因となり大変危険で　
　 す。
(3)ガソリンの保管は消防法で定められている
　 金属製のガソリン専用容器を使用してく
　 ださい。

燃料の種類 燃料タンクの容量

自動車用無鉛ガソリン 約　 5Ｌ

燃料給油時には引火の恐れがありますので、
火気を近付けないでください。

燃料キャップ(給油口)

燃料ゲージ



オイルの種類 オイル容量

SE級以上　10W-30 約　0.6Ｌ

エンジンオイルの点検・補給は必ずエンジン
スイッチを｢切｣にしてエンジンを停止し、充
分冷えてから行なってください。これを怠る
と、やけどをする恐れがあります。

オイルゲージ(給油口)

ドレンボルト(排油口)

上限下限



左右

注油

苗受

フロート

スイングレバー



ブレーキペダル・主変速レバーの点検を怠る
と、田植機が停止できず思わぬ事故を引き起
こす恐れがあります。

ブレーキペダル

駐車ブレーキレバー

中立

前進

後進

主変速レバー

ロックする



チョークノブ

アクセルレバー

OFF OFF

ON

エンジン
スイッチ

主変速
レバー

副変速
レバー

リコイル
スターター

ブレーキ
ペダル

燃料コックレバー



中立

前進

後進

主変速レバー

エンジンスイッチ

アクセルレバー



急ブレーキは危険ですので、緊急時以外は
さけてください。

急発進は危険ですので周囲の安全を確認し
て、ゆっくりと発進してください。

ブレーキペダル

解除する

駐車ブレーキレバー

中立

前進

後進

主変速レバー

副変速レバー



(1)田植機を離れるときは、平たんで安全な場
　 所におき、植付部を植付部固定フックで固
　 定し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを止
　 めてください。
(2)坂道で駐車するときは、ブレーキペダルを
　 踏み込み、駐車ブレーキを掛け、木片など
　 で車止めをし、暴走を防いでください。

ブレーキペダル

駐車ブレーキレバー

ロックする



(1)移動するときは、運転者以外は絶対に人
　 を乗せないでください。
(2)移動するときはエンジン回転を落とし、
　 主変速レバーもなるべく低速で行なっ
　 てください。特に凹凸の激しい場所・
地面の軟弱な場所・傾斜地等では慎

　 重に移動してください。
これを怠ると、転倒・転落事故を引き起こ
す恐れがあります。

サイドマーカー

植付クラッチレバー

押しネジ

掛ける

植付部固定フックレバー

上 止 下

筋付マーカー



(1)積み降ろしは平たんな場所を選び、トラックの駐車ブレーキをしっかり掛けて、車輪止めをして
　 ください。
(2)アユミ板はフックが付いているもので、充分な強度、幅、長さのある基準にあったすべり止め付
　 きのものを使用し、田植機の重量でアユミ板が傾いたりしない場所を選んでください。
(3)アユミ板を荷台に掛けるときは、段差がなく平行で、左右のあおりに機体が接触しない位置に　
　 合わせてください。
(4)積み込みは後進、低速で行なってください。
(5)共同作業者は、アユミ板を走行中の田植機からは離れてください。
(6)平たんな場所を選び、できるだけ誘導者の立会いのもとに行なってください。また、田植機の周
　 辺に人を近付けないでください。
(7)アユミ板の途中で急なハンドルの操作や副変速レバーの操作及びブレーキペダルを急に踏み込む
　 と機械が急降下し落下する危険がありますので、操作しないでください。方向を変えるときは、
　 いったん地上または荷台に戻って方向を修正し、再度上り下りし直してください。
(8)荷台上では駐車ブレーキをかけ、車止めをし、ロープでしっかりトラックに固定してください。

〇長さ ：車の荷台の高さの4倍以上

〇幅 ：30㎝以上

〇数量 ：3枚

〇強度 ：1枚の強度が400㎏以上の

　質量に耐えうるもの

〇すべり止めのあるもの

<アユミ板の基準>



　燃料コックレバーを｢OFF｣にしないと、ト　
　ラック輸送時に燃料もれの原因になり危険
　です。　必ず｢OFF｣にしてください。

OFF OFF

ON

燃料コックレバー



(1)ほ場との高低差が大きい場合は、アユミ板
　 を使用してください。
(2)ほ場への出入りの際には、予備苗台および
　 苗のせ台には苗をのせないでください。ま
　 た田植機に荷物を積まないでください。

ほ場への出入りやあぜごえをする場合には、
アクセルレバー・主変速レバーを低速にし
て、必ずあぜに直角にゆっくり進んでくだ
さい。
斜めになるとスリップや横転の原因となり
大変危険です。



項目

深さ
①耕盤までの深さが30㎝以上
　ある深いほ場。

②耕盤までの深さが10㎝以下
　の浅いほ場。

土質
①砂質の多いほ場(手植えで
　も植えにくいほど硬いほ場)。

②強粘土質のほ場
　(歩くのが困難な粘いほ場)。

硬さ

①代かき直後のほ場,又は代
　かき後いく日たっても固まら
　ないトロトロの軟らかいほ場
　(歩いても足跡がすぐ埋まる
　ようなほ場)。

②代かき後,日数がたって硬
　くなったほ場,又は代かき後
　すぐに固まるほ場(手植えす
　るにも指が痛くなるような硬
　いほ場)。

水深
①水深の平均が3㎝を超える
　水の多いほ場。

②水気がなく,車輪に泥がまつ
　わりつくようなほ場。

夾雑物

条件（うまく使えないこともある状況）

①裏作跡などで、刈り株・排わら又は雑草が充分腐らず、代かき後も表面に
　多量に露出しているほ場。







16 18 20 22 24 26 30

63 56 50 45 41 38 33

42 38 34 31 28 26 23
上 16 10 5 19 4 27 13
下 17 3 6 7 7 28 14

　株間　（㎝）

　替ギヤー番号　

　植付株数　（株/3.3㎡）

　苗箱数　（10a当り）



























点検 交換

エンジン
補給・
交換

作業前
又は、
作業後

●初回
　…20時間目
●2回目以降
　…100時間ごと

＊規定量　約0.6L
　オイルゲージの
　下限と上限の間

エンジンオイル
ＡＰＩ分類
ＳＥ級以上
10Ｗ-30

25

変速ミッション
補給・
交換

作業前
又は、
作業後

●初回
　…50時間目
●2回目以降
　…100時間ごと

＊規定量
　オイルゲージの
　範囲内
●容量…約4.9L

TFデラックス
（ヤナセ製油）

53
☆

植付ミッション
補給・
交換

作業前
又は、
作業後

●1年ごと
＊規定量
　　各約1.4L

ギヤオイル
＃90

54

注油・
グリス

各部 補給 適量 油・グリス 26適宜

参照
ページ

オイル

点検・交換時期 容量・規定量
（Ｌ）

種類種類 点検箇所 処置



オイルの種類 オイル容量

TFデラックス
（ヤナセ製油）

約　4.9Ｌ



オイルの種類 オイル容量

ギヤーオイル　＃90 約　1.4Ｌ





焼付きや磨耗 き裂やひび割れ

× ×

被覆のはがれ

×

〇　　 ×











不調内容

○根張りが悪い。(ポットがくずれる) ○濡らし方に注意。

○植付速度を遅くする。

○根が張りすぎている。 ○充分濡らす。

　(硬くて抜けない) ○太苗用の苗受に交換する。

　（注文部品）

○苗箱の表や裏に土が多く付いている。 ○苗箱を洗う。

○重粘土の箱土を使用。 ○充分濡らす。

○砂質土・火山灰土の箱土を使用。 ○濡らし方に注意。

○植付速度を遅くする。

○縦送り爪(下)の油切れ。 ○毎日注油。（P26参照）

○押出し棒の元に根がたまっている。 ○根を取除く。（P48参照）

○苗受けに土や小石がつまっている。 ○苗受をよく洗う。(P48参照)

○苗箱のセット不良。 ○ベルが鳴ってから確実に補給。

連続欠株ができる 　　　　　　　　（P45参照）

○苗箱の角穴が雑草でふさがっている。 ○雑草を取除く。（P38参照）

○苗箱が破損している。 ○破損した苗箱は使用しない。

○古くて壊れやすい苗箱は使用

　しない。（P38参照）

○ガイド板に小石がつまって ○ガイド板につまった小石を

　　安全クラッチが働いている。 　取除く。（P49参照）

　(ミッションからカチカチと音がする) 　(エンジンを停止して行なう)

○押出し棒の磨耗または調整不良。 ○部品交換または調整。

○縦送り爪の磨耗または調整不良。 ○部品交換または調整。

○根張りが悪い。(ポットがくずれる) ○濡らし方に注意。

○植付速度を遅くする。

○根渡りしている。 ○根を切断する。

○苗支持板の変形。 ○苗支持板の修正・交換。

　　　　　　　　（P48参照）

欠株ができる ○コンベアーベルトの上に土がたまっ ○コンベアーベルトを洗う。

(二株植えになる) 　ている。 　　　　　　　　（P48参照）

○コンベアーベルトの調整不良。 ○タイミング調整。

○植付爪の調整不良。 ○タイミング調整。

処置

苗

田植機

苗

原因

田植機



不調内容

○根張りが悪い。(ポットがくずれる) ○濡らし方に注意。

○植付速度を遅くする。

○徒長苗。 ○葉先を切断する。

○植付速度を遅くする。

○ほ場が軟らかすぎる。 ○ほ場を硬くする。

○植付速度を遅くする。

○植付深さを深くする。

○油圧感度の調節を行なう。

　　　　　　　　（P43参照）

○ほ場が硬すぎる。 ○植付速度を遅くする。

○油圧感度の調節を行なう。

　　　　　　　　（P43参照）

植付姿勢が悪い ○ほ場に水が多すぎる。 ○水を少なくする。

(浮き苗・ころび苗) ○植付速度を遅くする。

○ほ場が粘土質である。 ○ほ場に水を入れる。

○苗支持板の変形。 ○苗支持板の修正・交換。

　　　　　　　　（P48参照）

○苗受に土や小石がつまっている。 ○苗受をよく洗う。(P48参照)

○ガイド板に泥がつまっている。 ○ガイド板をよく洗う。

○ガイド板の変形。 ○ガイド板の修正・交換。

○フロート後部が浮いている。 ○フロート姿勢の調節。(P43参照)

○ほ場が極端に軟らかすぎる。 ○ほ場を硬くする。

　(表土がトロトロで足跡もつかない ○植付速度を遅くする。

　 状態) ○油圧感度の調節を行なう。

　　　　　　　　（P43参照）

付けた苗が倒れる ○フロート後部が沈んでいる。 ○フロート姿勢の調節。(P43参照)

○根張りが悪い。

○貧弱苗。

○ガイド板に泥ă異物がつまって ○泥・異物を取除く。

　 ガイド板幅が開いている。

○ガイド板の変形。 ○ガイド板の修正・交換。

植え痛み苗ができる ○苗支持板の変形・欠落。 ○苗支持板の修正・交換。

　　　　　　　　（P48参照）

 ○油圧感度調節が適正でない。 ○油圧感度の調節を行なう。

　　　　　　　　（P43参照）

 ○ほ場が軟らかすぎる。 ○ほ場を硬くする。

 フロートで泥を押す。

フロート通過後に植

ほ場

田植機

ほ場

田植機

原因

○植付速度を遅くする。苗

田植機

処置

苗



前　輪　（㎜）

後　輪　（㎜）

変 速 段 数　（段）

走
行
部

　ＨＳＴ　主変速：前進6段・後進4段　[副変速：2段]

　EX13

　277

　325（植付クラッチ伝動ケース下部）

　3輪駆動

　ゴムラグ（750）

　2.2 {3.0}/3600（最大3.2 {4.3}/4000）

　油圧式トランスミッション[HST]

　1443

　後輪 1190

　1輪式

　6

　播種量の調節による

　1～4（4段）

　4

1 株 本 数 調 節

苗 と う 載 数 （箱）

苗　の　種　類

葉　令　・　草　丈

植
付
部

　回転式強制植付け植　付　方　式

　4～5.5葉、8～25㎝

　ポット苗

植 付 条 数　(条)

植　付　条　間　（㎝）

植　付　株　間　（㎝）

植 付 株 数　（株/3.3㎡）

植 付 深 さ　（㎝）

　33

か じ 取 り 方 式

車
輪

輪　　距　（㎜）

変　速　方　式

軸　　距　（㎜）

型　　式　　名

区　　　　　分

　1415

　1340

　2080（作業時の寸法2340）機
体
寸
法

全　　長　（㎜）

全　　幅　（㎜）

全　　高　（㎜）

駆　動　方　式

最 低 地 上 高　（㎜）

機 体 質 量 (重 量）（㎏）

エ
ン
ジ
ン

型　　式　　名

種　　　　　　類

出力/回転速度（kW{PS}/ｒｐｍ）

使　用　燃　料

総 排 気 量　（L{cc}）

燃料タンク容量（L）

始　動　方　式

型 式 検 査 合 格 番 号

安 全 鑑 定 番 号

　0～0.75

　27～40

作 業 速 度　（ｍ/ｓ）

作 業 能 率　（分/10a）

　RS04

　16、18、20、22、24、26、30（スリップ率8％）

　63、56、50、45、41、38、33（スリップ率8％）

　みのる RS-04

　空冷4サイクル傾斜型ガソリンエンジン

　リコイルスターター式

　5.0（ゲージ付）

　自動車用無鉛ガソリン

　0.126 {126}

　クッション（550）





形　　　状 品　　　名 部　品　番　号 備　考

　押出し棒座ＣＰ 　X4-3118
　破損 、または磨耗
　した場合交換

　①縦送り爪下(左)CP
　②縦送り爪下(右)CP
　③縦送り爪上(左)CP
　④縦送り爪上(左)CP

　X4-3206(1)L
　X4-3206(1)Ｒ
　X4-3209(1)L
　X4-3209(1)Ｒ

　破損 、変形、磨耗
　した場合交換

　苗受ＣＰ 　LPRH6-23401(1)
　破損 、変形、磨耗
　した場合交換

　タイミングベルト 　LTP-3506(2)
　破損 、または伸び
　た場合交換

　苗支持板 　LTP-3513(1)
　欠落 、または変形
　した場合交換

　①植付爪(左)AY
　②植付爪(右)AY

　LPRH6-24213(1)LAY
　LPRH6-24213(1)RAY

　欠落 、または変形
　した場合交換

　①ガイド板内(左)CP
　②ガイド板内(右)CP
　③ガイド板外(左)
　④ガイド板外(右)

　X4-4302(1)L
　X4-4302(1)R
　X4-4301(3)L
　X4-4301(3)R

　変形 、または磨耗
　した場合交換



形　　　　状 品名 部品番号 備考

　土落しブラシＣＰ 　MRX8-22608(1)
　変形、または磨耗
　した場合交換

　スパークプラグ 　BPR6HS 　エンジン不調時

　チョークレバー保持板 　RS04-12305
　チョーク保持力が
　低下したとき交換

　エレメント
　(エアクリーナー)

　RN-277-32661-17

　エンジン支持部 　防振ゴム 　RS04-13110
　亀裂、または剥離
　した場合交換

　変速ミッション 　オイルフィルター 　RS04-52102 　オイル交換のとき交換

　ミッション駆動ベルト 　Ｖベルト（AG6A） 　VLB30-AG6A
　亀裂、または磨耗
　した場合交換

　燃料パイプ上CP 　RS04-15201
　破損時または2年
　ごとに交換

　燃料パイプ下 　RS04-15202(1)
　破損時または2年
　ごとに交換

　各ワイヤー
　作動が重くなったとき
　交換

　苗箱

　10年以上経過した
　古い苗箱は交換
　角穴が破損した
　場合交換

　エンジン

　燃料タンク



形　　　　　状 品　　　　　名 部　品　番　号 備　　　考

　①替ギヤー3
　②替ギヤー4
　③替ギヤー5
　④替ギヤー6
　⑤替ギヤー7
　⑥替ギヤー10
　⑦替ギヤー13
　⑧替ギヤー14
　⑨替ギヤー16
　⑩替ギヤー17
　⑪替ギヤー19
　⑫替ギヤー27
　⑬替ギヤー28

　LT6-1415(1)
　LT6-9301
　LT6-9303
　LT6-9305
　LT6-9306
　LTD3-8201
　LTD3-9104
　LTD3-9103
　X4-8205
　X4-8206
　X4-8208
　RS04-91101
　RS04-91102

　特殊株間用
（39ページ参照）

　苗受ＣＰ 　LTP-9403
　太苗用
　（突起なし）

　前輪ホイルキャップ
　390AY

　RS4-94011AY

　①前輪補助ウエート
　　10ＡＹ
　
　②前輪補助ウエート
　　20ＡＹ

　RM41-98010AY

　RM41-98000AY

　10kg

　20kg

　予備苗台AY 　RS4-92010AY 　追加2段分



形　　　　　状 品　　　　　名 部　品　番　号 備　　　考

　機体カバー 　X4-8209

　①空箱入れ(左)AY

　②空箱入れ(右)AY

　RS04-91200LAY

　RS04-91200RAY

　前輪跡消し板AY 　RS04-91300AY

　①防風カバー前
　　(左)AY

　②防風カバー前
　　(右)AY

　RS04-91400LAY

　RS04-91400RAY

　防風カバー後AY 　RS04-91500AY



ページ ページ

あ 　アクセルレバー 18 か 　ガイド板 48

　あぜぎわクラッチレバー 21 　替ギヤーの交換 39

　アユミ板の基準 5 　型式マーク 14

　安全クラッチが作動したとき 49 　空箱収納のしかた 45

　安全な作業をするために 1

　安全のポイント 1

　安全表示ラベル 8

き 　給油ă注油箇所の点検と補給 24

　給油ă注油点検一覧表 52

い 　移動ă運搬のしかた 32

く

う 　植え傷みの注意 12

　植えじまいのしかた 46

　植付株間の決めかた 39 け

　植付クラッチ(油圧)レバー 20

　植付作業の手順 41

　植付作業前の準備 39 こ 　コンベアーベルト 42

　植付深さ調節レバー 21
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　座席の調節 23

え

し 　湿田での脱出のしかた 49

　エンジンオイルの点検と補給 25 　車輪の点検 58

　エンジンスイッチ 17 　主変速レバー 17

　エンジンの始動 28 　主要諸元 63
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　消耗部品一覧表 65
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　押出し棒 47、48

す 　筋付マーカー 22、41

　筋付マーカーの使いかた 45

　ストッパー爪 48

項目 項目

　エアクリーナエレメントの
　　点検・掃除

55



ページ ページ

せ 　製造番号 14 に

　セットレバー 22、47

　旋回のしかた 44

　洗車時の注意 50 ぬ

　センターマスコット 15
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た 　縦送り爪 48 　燃料の排出 53

　縦送り爪下 11 　燃料フィルタポットの点検ă掃除 54

　燃料ホースの点検・交換 56

ち 　駐車のしかた 31 の 　残り苗の取り出しかた 47

　駐車ブレーキレバー 21

　注文部品の紹介 67

　注油箇所 26

　長期格納時 59 は 　発進のしかた 30

　チョークノブ 19

つ

ひ 　非特殊自動車としての取り扱い 1

　標準付属品 64

て 　定期点検 50

　定期点検一覧表 51

　点火プラグの点検ă掃除ă調整 55

　点検整備 50 ふ 　副変速レバー 18

　不調時の処置 61

　ブレーキペダル 20

　フロート姿勢の調節 43

と 　トラックへの積み込みă積み降ろし 33 へ 　ぺダル・レバーの点検 27

　変速ミッションオイル 53

　変速ミッション駆動ベルトの点検 56

な 　苗受 48

　苗支持板 48

　苗支持板の調節のしかた 40

　苗の準備 37

　苗のせ台 42、48

　苗の補給のしかた 45

　ならし運転について 29

項目

　電装部の各配線コードの
　　点検ă交換

58

項目
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ほ 　補修用部品供給年限について 14 ろ

　保証とサービスについて 14

　ほ場での植えかた 44

　ほ場の準備 36 わ

　ほ場への出入りのしかた 35

ま

み

む

め

も

や

ゆ 　油圧感度調節のしかた 43

　油圧感度調節レバー 19

よ 　予備苗台 15、41

ら

り 　リコイルスターター 16

る

れ
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